
�

伊
勢
か
ら

　
世
界へ�「
真
の
国
際
人
」を
養
成

❖
歌
ご
よ
み
❖

　
地
域
の
方
と
話
を
す
る
と

活
性
化
策
に
大
学
生
の
知
恵

を
借
り
た
い
と
い
わ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
柔
軟
な
発
想
と

現
代
の
若
者
感
覚
を
期
待
さ

れ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
実
際

に
、
学
生
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
を
立
ち
上
げ
て
成
功
し
た

と
か
、
地
域
の
再
開
発
を
提

案
し
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
も
見

聞
す
る
▼
だ
が
、
実
は
そ
う

し
た
主
体
性
を
も
っ
て
地
域

で
活
躍
す
る
学
生
は
ほ
ん
の

一
握
り
し
か
い
な
い
。
だ
か

ら
、
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
の
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
学

生
の
背
景
に
は
そ
れ
を
育
ん

で
き
た
学
び
の
環
境
と
多
く

の
人
と
関
わ
ろ
う
と
い
う
意

識
が
あ
る
▼
一
方
、
大
学
の

教
員
も
自
ら
の
研
究
テ
ー
マ

と
関
連
し
て
地
域
を
取
り
扱

う
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
を
学
生
の
教
育
に
十
分

活
か
し
き
れ
ず
、
社
会
人
対

象
の
講
座
な
ど
社
会
貢
献
の

分
野
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
場

合
も
多
い
▼
そ
ん
な
中
、
こ

の
ほ
ど
、
本
学
の
取
組
ん
で

い
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
文

部
科
学
省
の
「
地（
知
）の
拠

点
整
備
事
業
」（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）に

採
択
さ
れ
た
▼
学
生
が
、
将

来
、
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
未

知
の
課
題
に
対
し
、
考
え
抜

い
て
解
決
で
き
る
力
を
伊
勢

志
摩
地
域
の
課
題
の
活
用
を

通
じ
て
培
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
。
連
携
自
治
体
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
一
歩
踏
み
込

ん
だ
教
育
の
改
革
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
。

　ま
す
ら
を
の

　
さ
つ
矢
手た

挟ば
さ

み

　
　
立
ち
向
か
ひ

射
る
円ま
と

方か
た

は

　
見
る
に
さ
や
け
し

�

舎と
ね
り
の人
娘お
と
め子

伊
勢
か
ら

　
世
界へ�「
真
の
国
際
人
」を
養
成

グロ
ー
バル
人
材
育
成
プロ
グ
ラ
ム
を
強
化

　
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
国
際
化
が
急
速
に
進
む
な
か
、
大
学
教
育
に
お
い
て
も
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
学
で
は
平
成
十
二
年
度
に
文
学

部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
を
増
設
し
、
日
本
の
文
化
や
歴
史
を
正
し
く
世
界
に

発
信
で
き
る
人
材
教
育
を
推
進
し
て
き
た
。
そ
し
て
今
年
度
、
さ
ら
な
る
発
展
を
め

ざ
し
て「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
強
化
を
決
定
。
本
学
独
自
の
修
学

支
援
体
制
を
整
え
、「
真
の
国
際
人
」
養
成
に
取
り
組
む
。

日
本
の
伝
統
文
化
を
発
信
で
き
る
人
材
を

奨
学
金
等
で
留
学
を
後
押
し

　
本
学
が
考
え
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
」
の
定
義
と
は
、

⑴
日
本
に
対
す
る
深
い
知
識

と
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
有
す
る
こ

と
。
⑵
異
な
る
言
語
、文
化
、

価
値
観
を
理
解
し
、
日
本
に

関
す
る
多
様
な
情
報
を
国
際

共
通
語
の
一
つ
で
あ
る
英
語

や
そ
の
他
現
地
語
を
使
っ
て

発
信
で
き
る
こ
と
、
と
捉
え

て
い
る
。
平
成
二
十
三
年
度

に
文
部
科
学
省
が
発
表
し
た

「
産
学
官
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
の
た
め
の
戦

略
」
に
お
い
て
も
同
様
の
趣

旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

も
と
よ
り
、
本
学
で
は
建
学

の
精
神
に
則
り
日
本
の
伝
統

文
化
を
正
し
く
理
解
し
日
本

人
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
人

材
教
育
を
積
み
重
ね
て
き

た
。
そ
の
よ
う
な
素
養
を
備

え
た
本
学
学
生
が
高
度
な
語

学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
身
に
付
け
、
か
つ
、

異
文
化
の
な
か
で
視
野
を
広

げ
る
機
会
を
得
た
な
ら
ば
、

世
界
で
活
躍
す
る
国
家
有
用

の
人
材
と
し
て
必
ず
や
力
を

発
揮
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は

強
化
事
項
と
し
て
全
学
部
を

対
象
に
以
下
を
決
定
し
た

（
②
③
④
の
詳
細
は
表
１
を

参
照
）。

①
平
成
二
十
六
年
度
入
学
生

か
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

共
通
科
目
「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
地
域
の
経
済
社
会
」、

専
門
科
目
「
神
道
英
語
」、

「Japanese culture and 
history

」、「
ビ
ジ
ネ
ス
英

語
」
を
追
加

②
海
外
提
携
大
学
で
の
語
学

等
研
修
を
促
進

③
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
マ
レ
ー
シ

ア
の
語
学
専
門
学
校
で
の

短
期
語
学
研
修
を
追
加

④
中
国（
上
海
・
蘇
州
）で
の

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
実
施

⑤
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
で
語
学

の
自
主
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

　
新
た
に
始
ま
る
③
に
つ
い

て
は
担
当
者
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

（
セ
ブ
島
）、
マ
レ
ー
シ
ア
に

渡
り
複
数
の
学
校
を
視
察
。

治
安
や
医
療
体
制
、
現
地
ス

タ
ッ
フ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な

ど
あ
ら
ゆ
る
点
を
考
慮
し
た

上
で
派
遣
先
を
選
ん
だ
。
④

は
第
三
銀
行
と
の
提
携
に
よ

り
実
現
し
た
も
の
。
参
加
者

は
上
海
、
蘇
州
に
あ
る
日
系

企
業
や
日
本
企
業
の
中
国
現

地
法
人
を
訪
ね
、
日
本
人
駐

在
員
や
中
国
人
従
業
員
と
の

懇
談
を
通
し
て
外
国
で
働
く

こ
と
の
実
際
を
学
ぶ
。

　
な
お
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
支
援
す

る
た
め
②
③
④
は
単
位
を
認

定
し
、
③
に
つ
い
て
は
櫻
井

奨
学
金
よ
り
留
学
費
用
の
一

割
程
度
を
一
律
支
給
。
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
五
百
点
以
上
な
ど
一

定
の
条
件
を
満
た
し
た
者
に

は
さ
ら
に
二
割
程
度
を
追
加

給
付
す
る
。
②
に
つ
い
て
も

ケ
ン
ト
大
学
へ
の
留
学
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。

　
留
学
を
一
過
性
の
体
験
と

せ
ず
、
次
に
つ
な
げ
る
た
め

に
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
を
活

用
し
た
事
前
事
後
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
い
る
。

昨
今
若
者
の「
内
向
き
志
向
」

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
学

生
諸
君
に
は
ま
ず
海
外
へ
飛

び
出
し
、
異
文
化
や
多
様
な

価
値
観
に
接
す
る
な
か
で
大

き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　
日
本
政
府
が
進
め
る
青
少
年
交
流

事
業
「JEN

ESYS 2.0

」
の
一
環
で

来
県
し
た
イ
ン
ド
大
学
生
訪
日
団
の

う
ち
、
二
十
名
が
六
月
十
九
日
に
本

学
を
訪
問
し
た
。
今
回
の
来
県
は
日
本
に
関
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
、
三
重
県
の
歴
史
文
化
、
自
然
、
人
々
の
生

活
等
を
学
び
、地
域
の
人
々
と
交
流
す
る
こ
と
で
日
本（
三

重
）と
イ
ン
ド
の
相
互
理
解
の
増
進
を
図
る
も
の
。一
行
は

清
水
潔
学
長
を
表
敬
訪
問
し
た
後
、
学
生
食
堂
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
教
員
や
学
生
ら
の
歓
待
を
受
け
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
食
事
を
楽
し
ん
だ
。
会

食
後
、
四
教
室
に
分
か
れ
授
業
に
参
加
。
書
道
の
授
業
で

は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
記
念
の
一
書
を
仕
上
げ
、
英
語
の

授
業
で
は
本
学
学
生
と
英
語
で
意
見
を
交
換
し
た
。
そ
の

後
、
百
船
で
市
民
も
交
え
て
の
交
流
行
事
が
行
わ
れ
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
七
月
三
十
日
、
本
学
に
お

い
て
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
〜
国
際
協
力

と
い
う
シ
ゴ
ト
〜
」
を
開
催

し
た
。
当
日
は
約
三
十
名
の

学
生
・
教
職
員
を
前
に
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
に

つ
い
て
そ
の
目
的
や
活
動
分

野
、
支
援
体
制
等
を
紹
介
。

ま
た
、
メ
キ
シ
コ
で
村
落
開

発
普
及
員
と
し
て
活
躍
し
た

青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
の
農

大
輔
さ
ん
が
体
験
を
通
し
文

化
の
違
い
や
多
様
な
個
性
を

受
け
入
れ
や
す
く
な
っ
た
と

自
身
の
経
験
を
語
っ
た
。
青

年
海
外
協
力
隊
は
こ
れ
ま
で

四
万
六
千
名
の
派
遣
実
績
が

あ
り
、
現
在
も
七
十
七
カ
国

で
二
一
七
七
名
が
活
動
中
。

イ
ン
ド

大
学
生

�

来
学

【表 １ 】グローバル人材育成プログラム・海外研修制度� 対象：全学部生

海外体験区分 対象・推奨年次 渡航先／費用 奨学金
支　給 期　間 募集締切

海外提携大学 
語学等研修
３ 週間の
語学研修＋異文化体験

１〜４ 年
夏季休暇中

イギリス（ケント大学）
５３万円 あり

約 ４週間

終了

１〜３年
春季休暇中

中国（南開大学）
約２５万円 なし １１月末日

予定

短期海外語学研修 
（語学専門学校）
語学レベルに応じて
複数のコースを用意

１〜３ 年
春季休暇中

フィリピン
（ビサヤ大学語学学校）
２０〜３０万円

あり

平成２７年
２／１５〜３／１４

９ 月３０日
マレーシア�
（プトラ大学語学学校）
約４０万円

平成２７年
３／１〜３１

海外インターンシップ
日本の海外現地工場・支社
等の見学、現地日本人社員
との懇談等

２〜３ 年
春季休暇中

上海・蘇州
１３〜１6万円

なし
平成２７年
２／２３〜３／１ ９ 月３０日

本
学
か
ら
も
十
一
名
の
卒
業

生
が
従
事
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、

「
日
本
語
を
教
え
た
り
現
地

の
生
活
改
善
に
携
わ
り
た

い
」「
世
界
平
和
の
た
め
に
具

体
的
に
何
が
で
き
る
の
か
経

験
を
積
み
た
い
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
た
。

フィリピン・セブシティにあるビサヤ大学語学学校

マレーシア・セランゴール州にあるプトラ大学語学
学校

卒業生によるJICAボランティア参加状況
職　　種 国　　名 派遣期間 卒業学科

体 育 ネパール 平成 ６〜 ８年 教 育

手 工 芸 ホンジュラス 平成１０〜１２年 国 史

調 整 員 スリランカ 平成１２〜１４年 教 育

小学校教諭

フィジー 平成１４〜１６年 教 育

ミクロネシア 平成１５〜１７年 教 育

パラグアイ 平成１７〜１９年 教 育

考 古 学 パナマ 平成１７〜１９年 国 史

漁業協同組合 ベネズエラ 平成１８〜２０年 国 文

観 光 業 ベトナム 平成２１〜２３年 社会福祉

家 政 マレーシア 平成２２〜２４年 教 育

養 護 セントルシア 平成２２〜２４年 国 文

熱心に話を聞く学生

■注目記事
１面

「真の国際人」を養成
グローバル人材育成プログラムを強化

２ 面

本学が「地（知）の拠点整備事業」に採択
チャレンジプロジェクトを開催

３ 面

今年度第 ２回オープンキャンパスを開催

４・５ 面

皇學館女子座談会

６ 面 （高校・中学校）

女子が県大会で総合 ２位
1年生宿泊研修 ほか

７ 面

岡野裕行国文学科助教がアート・�
ドキュメンテーション学会賞を受賞

８ 面

学生が小学校で理科の出前授業

■連載
４面

研究室探訪 Vol.２０  
堀内淳一ゼミ（文学部国史学科）

	 発行・編集／学校法人皇學館 企画部学園報 第 51 号	 TEL：0596−22−6496・8600

●大 学　大学院・専攻科・文学部・教育学部・現代日本社会学部
〒516−8555 三重県伊勢市神田久志本町1704
TEL：0596−22−0201（代表）　FAX：0596−27−1704

●高等学校・中学校　三重県伊勢市楠部町138
［高 校］〒516−8577　TEL：0596−22−0205（代表）
［中 学］〒516−8588　TEL：0596−23−1398（代表）
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地
域
連
携
・
学
内
活
性
の
起
爆
剤
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催

　
十
五
分
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
後
に
五
分
間
の
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
、
会
場
か

ら
は
「
講
師
は
ど
ん
な
人
を

想
定
？
」「
募
集
方
法
は
？
」

な
ど
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
質

問
が
寄
せ
ら
れ
た
。
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
が
授
業
の
関
係

で
参
加
で
き
ず
、
急
遽
ピ
ン

　
最
初
に
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ

た
の
は
「
異
文
化
交
流
活
動

〜
伊
勢
を
知
る
〜
」
の
グ
ル

ー
プ
。
伊
勢
神
宮
を
訪
れ
た

外
国
人
観
光
客
に
学
生
が
英

語
で
観
光
案
内
を
行
う
ほ

か
、
英
語
に
よ
る
伊
勢
神
宮

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
、
地

域
と
連
携
し
た
伊
勢
の
Ｐ
Ｒ

活
動
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー

カ
ー
に
よ
る
発
音
・
会
話
指

導
な
ど
の
構
想
を
語
っ
た
。

チ
ヒ
ッ
タ
ー
を
務
め
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
三
年

の
上
野
優
太
君
は
緊
張
し
な

が
ら
も
一
つ
ひ
と
つ
の
質
問

に
堂
々
と
答
え
て
い
た
。

　
続
い
て
現
代
日
本
社
会
学

科
三
年
の
岡
剛
史
君
が
「
皇

學
館
大
学
大
学
生
テ
レ
ビ

局
」、同
学
科
三
年
の
阪
彩
乃

さ
ん
が
「
宇
治
山
田
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」、国
文
学
科
四
年
の

中
島
雅
弘
君
が
「
皇
學
館
大

学
ユ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
プ
レ
ゼ
ン
。
日
々
の
学
び

の
成
果
と
地
域
と
の
接
点
を

学
生
ら
し
い
視
点
で
捉
え
た

プ
ラ
ン
の
数
々
に
、
会
場
か

ら
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ

た
。

　
一
方
、「
学
内
活
性
化
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
募
し
た
の

が
教
育
学
科
三
年
の
杉
本
晴

香
さ
ん
。「
ス
ク
ー
ル
ビ
ー
ト

〜
音
で
つ
な
が
る
皇
大
〜
」

と
題
し
た
プ
ラ
ン
は
学
生
生

活
の
中
に
あ
る
音
を
編
集
し

て
動
画
に
し
、
皇
學
館
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
ア
イ
デ
ア
で
、
場
内
か

ら
は
「
面
白
い
」
と
い
う
意

見
が
相
次
い
だ
。

　
そ
の
日
の
う
ち
に
審
査
が

行
わ
れ
、
翌
日
、
す
べ
て
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
申

請
通
り
の
活
動
予
算
が
認
め

ら
れ
た
。
今
年
の
彼
ら
の
活

動
が
良
い
お
手
本
と
な
り
、

来
年
も
よ
り
多
く
の
学
生
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

　
七
月
十
八
日
、
鈴
木
英
敬

三
重
県
知
事
が
本
部
長
を
務

め
る
県
競
技
力
向
上
対
策
本

部
よ
り
本
学
柔
道
部
が
「
育

成
指
定
運
動
部
」
指
定
証
の

交
付
を
受
け
た
。
こ
の
育
成

指
定
事
業
は
平
成
三
十
三
年

に
三
重
県
で
の
開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
る
国
体
を
見
据
え

て
の
も
の
。
同
部
は
今
春
、

東
海
四
県
の
男
子
一
部
リ
ー

グ
で
初
優
勝
し
、
六
月
に
開

か
れ
た
全
国
大
会
へ
進
出
。

初
戦
を
突
破
す
る
な
ど
実
績

を
積
み
重
ね
て
き
た
。

　
本
学
で
行
わ
れ
た
交
付
式

に
は
清
水
潔
学
長
を
は
じ
め

が
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
方
の
手

助
け
が
あ
っ
た
の
で

と
て
も
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
空
き
時
間
に
は

「
今
の
大
人
は
子
ど

も
が
興
味
を
持
っ
た

　
「
地
域
社
会
研
究
会
」の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
六
月
十
三

日
、
高
柳
商
店
街
の
夜
店
に

参
加
し
た
。
出
店
は
七
台
を

揃
え
た
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

と
、
本
会
が
伊
勢
市
の
木
下

茶
園
さ
ん
と
連
携
し
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
し
た
和
紅
茶
を
販
売

す
る
二
ブ
ー
ス
。
当
日
、
私

が
担
当
し
た
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
に
は
親
子
連
れ
の
お
客
さ

ん
が
た
く
さ
ん
来
て
く
だ
さ

り
と
て
も
賑
わ
っ
た
。
初
め

て
の
参
加
と
い
う
こ
と
も
あ

り
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た

「地域との連携」プロジェクト

異文化交流活動
〜伊勢を知る〜

代　表 宮本紘平

申請額 17０,０００円

皇學館大学
大学生テレビ局

代　表 岡　剛史

申請額 11０,０００円

宇治山田
プロジェクト

代　表 阪　彩乃

申請額 17９,０００円

皇學館大学
ユースプロジェクト

代　表 中島雅弘

申請額 ３９,17０円

「学内活性化」プロジェクト

スクールビート
〜音でつながる皇大〜

代　表 杉本晴香

申請額 1００,０００円

　
二
〇
二
〇
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
成
功

に
向
け
、
本
学
は
一
般
社
団
法
人
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委

員
会
と
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
組
織
委
員
会
と
全
国
の
五
五

二
大
学
・
短
期
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
を
活

用
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
や
人
材
育
成
を
推

進
し
た
り
、
大
会
気
運
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
今
後
は
五
輪
の
歴
史
や
意
義

に
つ
い
て
教
え
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
講
座
の
開
講
や
語
学
教
育

の
ほ
か
、
大
会
開
催
に
あ
わ
せ
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
外
国

人
観
光
客
に
対
し
て
日
本
の
歴
史
・
伝
統
・
文
化
の
特
質
や

「
和
の
心
」
を
情
報
発
信
し
て
い
く
な
ど
、オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

で
支
援
し
て
い
く
。

大
学
柔
道
部
が

県
育
成
指
定
運
動
部
に

地域の方に教えられ
　　「高柳の夜店」に参加して

現代日本社会学科 ２年　古 川 侑 音

　
ゲ
ー
ム
機
七
台
の
う
ち

二
台
は
高
柳
商
店
街
の

方
に
協
力
い
た
だ
き
製

作
し
た

佐
藤
武
尊
柔
道
部
監
督
、
主

将
の
髙
橋
章
人
君
（
国
文
学

科
四
年
）ら
三
人
が
出
席
し
、

交
付
証
を
手
渡
さ
れ
た
。
佐

藤
監
督
は
「
七
年
後
の
国
体

に
柔
道
部
か
ら
一
人
で
も
多

く
の
選
手
を
出
す
こ
と
を
目

標
に
頑
張
り
た
い
」
と
力
強

く
語
っ
た
。

こ
と
を
す
ぐ
ダ
メ
だ
と
怒
る

が
、
そ
れ
で
は
感
性
が
育
た

な
い
。
多
く
の
子
ど
も
が
集

ま
る
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
は
感

性
を
育
む
場
で
も
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
て
ほ
し
い
」
と
接

客
す
る
上
で
大
切
な
心
構
え

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
心
掛

け
な
が
ら
幼
い
子
ど
も
に
接

す
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に

「
あ
り
が
と
う
」と
笑
顔
で
言

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
増
え
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
作
業

が
終
わ
っ
た
時
に
は
何
に
も

代
え
が
た
い
達
成
感
を
得

て
、
地
域
の
方
々
の
温
か
さ

に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
た
。

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
う
。

　
文
部
科
学
省
の
平
成
二
十
六
年
度
「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
」
に
本
学
が
申
請
し
て

い
た〈「
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学
」教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
地
域
人
材
育
成
事
業
〉

が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
地
域
社
会
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
、
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
た
人
材
育
成
や
種
々
の
活
動
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ェ
ク
ト
」
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
地
域
連
携
や
学
内
活

性
化
の
た
め
に
学
生
が
主
体

と
な
っ
て
行
う
活
動
を
大
学

が
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
。
活

動
の
目
的
や
効
果
を
検
討
し

た
上
で
優
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
大
学
か
ら
活
動
資
金

が
支
給
さ
れ
る
。
一
昨
年
が

二
件
、
昨
年
が
一
件
の
応
募

数
に
対
し
て
今
年
は
盛
況

で
、「
地
域
と
の
連
携
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
四
件
、「
学
内
活

性
化
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
一
件

の
計
五
グ
ル
ー

プ
か
ら
応
募
が

あ
っ
た
。

　
文
部
科
学
省
に
よ
る
と
平

成
二
十
六
年
度
「
地（
知
）の

拠
点
整
備
事
業
」
の
目
的
は

「
自
治
体
を
中
心
に
地
域
社

会
と
連
携
し
、
全
学
的
に
地

域
を
志
向
し
た
教
育・研
究・

社
会
貢
献
を
進
め
る

大
学
等
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
課
題
解
決

に
資
す
る
様
々
な
人

材
や
情
報
・
技
術
が

集
ま
る
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
的

存
在
と
し
て
の
大
学

の
機
能
強
化
を
図
る

こ
と
」と
し
て
い
る
。

　
同
事
業
に
は
全
国

の
大
学
な
ど
か
ら
二

三
七
件
の
申
請
が
あ
り
、
こ

の
う
ち
採
択
さ
れ
た
の
は
二

十
五
件（
二
十
三
大
学・一
短

期
大
学
・
一
高
等
専
門
学

校
）。採
択
率
が
約
十
倍
と
い

う
厳
し
い
競
争
を
経
て
選
ば

れ
た
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い

て
、
選
定
委
員
長
は
学
長
の

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
全
学
的
な
取
組
み
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
や
地
域
自
治

体
と
の
課
題
の
共
有
・
強
固

な
連
携
関
係
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
、
そ
の
目
標
や
計
画
が

意
欲
的
か
つ
具
体
的
で
大
き

な
成
果
が
見
込
ま
れ
る
と
い

っ
た
所
見
を
述
べ
て
い
る
。

グ
ラ
ム
「
伊
勢
志
摩
定
住
自

立
圏
共
生
学
」（
四
科
目
）
を

開
発
す
る
。
こ
こ
で
は
、
全

学
部
の
学
生
が
圏
域
の
歴
史

文
化
や
観
光
資
源
、
自
然
環

境
、
定
住
資
源
、
経
済
・
産

業
な
ど
地
域
社
会
の
現
況
と

問
題
を
主
体
的
に
学
び
、
そ

の
な
か
で
自
治
体
職
員
や
職

業
人
と
協
働
し
な
が
ら
新
事

業
創
出（
六
次
産
業
化
）の
方

法
等
に
つ
い
て
学
ぶ
新
た
な

教
育
課
程
の
構
築
を
め
ざ
す
。

　
ま
た
、
基
盤
的
学
修
と
な

る
現
在
の
一
年
次
必
修
科
目

「
伊
勢
学
」を
改
善
し
、圏
域

の
資
源
や
課
題
を
学
ぶ
全
学

必
修
の「
伊
勢
志
摩
共
生
学
」

（
二
単
位
）に
拡
充
。
さ
ら
に

　
厳
正
な
審
査
を
経
て
採
択

さ
れ
た
本
学
の〈「
伊
勢
志
摩

定
住
自
立
圏
共
生
学
」
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
地
域
人

材
育
成
事
業
〉
は
、
地
域
の

定
住
機
能
の
新
た
な
在
り
方

を
自
ら
の
課
題
と
し
て
捉
え

行
動
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

シ
チ
ズ
ン
の
育
成
を
促
す
も

の
だ
。

　
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、

伊
勢
志
摩
圏
域
の
三
市
五
町

（
伊
勢
市
、
鳥
羽
市
、
志
摩

市
、
玉
城
町
、
度
会
町
、
大

紀
町
、南
伊
勢
町
、明
和
町
）

が
参
画
す
る
「
伊
勢
志
摩
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

（
平
成
二
十
六
年
六
月
策
定
）

に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た

「
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た

ま
ち
づ
く
り
」「
後
継
者
不

足
」「
地
域
資
源
の
活
用
に
よ

る
地
域
活
性
化
」
等
の
課
題

を
踏
ま
え
、
総
合
学
修
プ
ロ

「
地
域
課
題
学
修
支
援
室
」を

整
備
し
、
圏
域
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
し
た
実
習
科
目
（
一
単

位
）
を
新
設
・
実
施
。
加
え

て
、
各
学
科
専
門
科
目
と
圏

域
の
課
題
解
決
学
修
の
統
合

を
図
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
Ⅰ・Ⅱ
」（
四
単
位
）を
開
設

す
る
計
画
だ
。

　
文
部
科
学
省
の
補
助
期
間

は
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
三

十
年
度
ま
で
の
五
年
間
。
本

学
で
は
今
回
の
採
択
を
機
に

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
と
の

連
携
を
密
に
し
、
地
域
の
再

生
・
活
性
化
の
核
と
な
る
人

材
育
成
、
地（
知
）の
拠
点
と

し
て
の
大
学
の
機
能
を
強
化

し
て
い
く
。

　
六
月
十
二
日
、
二
三
一
教

室
で
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ

約
十
倍
の
採
択
率

地
域
志
向
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設

本
学
が
文　

部

科
学
省「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
」に
採
択

世古定県競技力向上対策委員長
から指定証を手渡される髙橋君

調印書を手にする
清水潔学長

身ぶり手ぶりを交え、学生たちは自分たちで
考えたプロジェクトを熱く語った

和紅茶をプロデュース!

開催成功に向け連携協定締結
2020年東京オリンピック・パラリンピック

事業名称
「伊勢志摩定住自立圏共生学」教育
プログラムによる地域人材育成
連携自治体
伊勢市、鳥羽市、志摩市、玉城町、�
度会町、大紀町、南伊勢町、明和町

皇 學 館 学 園 報平成２6年8月２0日� 第51号　（� ）2
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前「
ア
ス
ト
津
」の
ア
ス
ト
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
約
八
十

名
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　
当
日
は
、
高
校
・
中
学
校

の
中
村
貴
史
学
校
長
の
挨
拶

よ
り
ス
タ
ー
ト
。
次
に
高
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
会
が
開

演
。「
勝
手
に
シ
ン
ド
バ
ッ

ド
」
や
「
美
空
ひ
ば
り
メ
ド

レ
ー
」
な
ど
誰
も
が
知
る
名

曲
の
数
々
に
、
会
場
は
大
き

な
拍
手
で
包
ま
れ
た
。

　
続
い
て
入
試
広
報
担
当
が

各
校
の
概
要
を
説
明
。
教
育

理
念
や
普
段
の
生
徒
の
様

子
、
就
職
実
績
な
ど
の
説
明

に
、
来
場
者
は
真
剣
な
表
情

で
聞
き
入
っ
た
。
そ
の
後
は

会
場
ロ
ビ
ー
に
設
け
ら
れ
た

相
談
ブ
ー
ス
で
個
別
説
明
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　
小
学
校
六
年
生
の
児
童
を

入
学
後
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス〈「
学
び
」体
験
D
A
Y
〉開
催

　
七
月
十
三
日
に
今
年
度
二
回
目
と
な
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
〈「
学
び
」体
験
Ｄ
Ａ
Ｙ
〉
が
開
催
さ
れ
、
お
よ
そ

五
百
七
十
名
が
来
場
し
た
。
前
日
の
十
二
日
に
は
〈「
学

校
」見
学
Ｄ
Ａ
Ｙ
〉が
行
わ
れ
、
両
日
と
も
制
服
姿
や
私
服

姿
の
高
校
生
と
そ
の
付
添
者
で
終
日
賑
わ
っ
て
い
た
。

大
学
の「
学
び
」を
実
体
験

学
生
ス
タ
ッ
フ
に
好
印
象

　
大
学
で
の
「
学
び
」
の
面

白
さ
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
お

う
と
企
画
さ
れ
た
今
回
の
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
。
七
月

十
三
日
当
日
、
午
前
中
模
擬

講
義
を
行
い
、
午
後
か
ら
は

大
学
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い

る
授
業
を
体
験
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

　
神
道
学
科
は
「
現
代
の
倫

理
的
課
題
と
神
道
」、国
文
学

科
は
「
こ
と
ば
は
い
の
ち
を

救
え
る
か
」、
国
史
学
科
は

「
中
世
の
絵
を
よ
む
」、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は

「
大
学
で
学
ぶ
心
理
学
」、
教

育
学
科
は
「
教
育
現
場
の
有

用
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」、現
代
日
本
社
会
学
科
は

「
地
域
を
活
か
し
て
日
本
を

動
か
そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
一

時
間
の
講
義
を
行
っ
た
。
い

ず
れ
も
暗
記
や
知
識
を
詰
め

　
模
擬
講
義
の
後
は
倉
陵
会

館
へ
移
動
。
人
数
が
多
い
た

め
学
部
別
に
時
間
を
ず
ら
し

て
の
学
食
体
験
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
来
場
者
は
各
学
科

の
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
学

内
の
施
設
を
隅
々
ま
で
回
る

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
現
役

寮
生
に
よ
る
学
生
寮
案
内
、

個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
保
護

者
向
け
の
説
明
会
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
め
ざ
す
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｏ
・

推
薦
入
試
説
明
会
に
い
た
っ

て
は
今
回
も
満
席
と
な
り
、

熱
心
に
メ
モ
を
と
る
姿
が
見

ら
れ
る
な
ど
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
た
。
Ａ
Ｏ
入
試
を

検
討
し
て
い
る
と
い
う
親
子

は
「
セ
ミ
ナ
ー
や
面
談
の
こ

と
が
よ
く
わ
か
っ
た
」
と
満

足
そ
う
に
話
し
た
。

　
な
お
、
来
場
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
清
浄
な
空
気
感
に

安
ら
ぎ
、
と
て
も
良
い
環
境

に
あ
る
と
思
っ
た
」「
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
で
新
し
い
施
設

を
見
せ
て
も
ら
い
、
入
学
し

た
い
と
思
っ
た
」「
学
生
生
活

を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
い
っ
た
感
想

の
ほ
か
、「
案
内
を
し
て
く
れ

た
学
生
の
明
る
く
爽
や
か
な

雰
囲
気
が
印
象
的
だ
っ
た
」

「
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
笑

顔
で
話
し
か
け
て
く
れ
て
嬉

し
か
っ
た
」「
先
輩
た
ち
が
親

切
だ
っ
た
」
な
ど
、
多
く
の

人
が
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
応
対

に
好
感
を
持
っ
た
よ
う
だ
。

お
よ
そ
一
カ
月
に
わ
た
り
入

念
に
準
備
を
重
ね
て
き
た
う

え
台
風
の
接
近
で
一
時
は
開

催
も
危
ぶ
ま
れ
た
だ
け
に
、

こ
れ
ら
の
言
葉
は
彼
ら
に
と

り
何
よ
り
の
喜
び
だ
ろ
う
。

　
第
三
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
八
月
十
七
日
に
行
わ

れ
、
第
四
回
は
十
一
月
二
日

（
大
学
祭
と
同
時
開
催
）を
予

定
し
て
い
る
。
本
学
へ
の
入

学
を
希
望
、
検
討
し
て
い
る

方
に
は
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ

き
、
本
学
の
特
長
や
学
風
を

直
接
肌
で
感
じ
る
機
会
と
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

皇學館中学校
オープンスクール２０１４ 
（小３〜小６対象）
第２回  ９月２８日㈰
第３回  １１月１６日㈰
会場●皇學館中学校
内容●体験授業、学校説明、入試説明 など
………………………………
皇中祭
１０月２５日㈯・２６日㈰
会場●皇學館大学記念講堂、校舎
内容●合唱コンクール、クラス展示�など

お問合せ ☎０５９６−２３−１３９８（代表）

皇學館高等学校
オープンスクール 
〈学校見学会〉
第２回  １０月１８日㈯
第３回  １１月１５日㈯
会場●皇學館高等学校
内容●学校・入試説明、校舎見学、�

吹奏楽部によるミニコンサート、�
クラブ見学（自由参加）など

※大会などで見学できないクラブもありますので
ホームページでご確認ください。
※上記日程以外の見学も可能です。お気軽に
お問い合わせください。

お問合せ ☎０５９６−２２−０２０５（代表）

込
む
と
い
っ
た
受
け
身
の
学

び
で
は
な
く
、
自
ら
考
え
た

こ
と
を
地
域
や
現
場
の
問
題

解
決
に
活
か
す
と
い
う
能
動

的
か
つ
実
践
的
な
内
容
に
、

受
講
し
た
高
校
生
か
ら
は

「
面
白
か
っ
た
」「
大
学
で
は

ど
う
い
う
こ
と
を
学
ぶ
の
か

理
解
で
き
、来
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

午前の部� １０：００〜１２：３０（受付 ９：３０〜）
◦合唱部発表【中学校】
◦吹奏楽部歓迎ミニコンサート【高校】
◦学校説明、入試説明
◦施設見学 ※各自スリッパをご持参ください。
◦学食体験【皇學館大学 倉陵会館】

午後の部� １３：３０〜１５：３０
◦クラブ見学【高校】
※自由参加。大会などで見学できないクラブもありますので
ホームページでご確認ください。

◦体験授業【中学校】� ◦部活体験【中学校】※自由参加
◦制服体験【中学校】　

　
三
重
県
の
県
庁
所
在
地
で

あ
る
津
市
で
大
学
・
高
校
・

中
学
校
が
一
緒
に
説
明
会
を

行
う
こ
と
に
よ
り「
皇
學
館
」

の
名
前
を
よ
り
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
の
目

的
で
始
ま
っ
た
合
同
説
明
会

「
皇
學
館
Ｄ
Ａ
Ｙ
」。
説
明
会

と
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
会
の
二
本
柱
で
行
わ
れ
る

同
イ
ベ
ン
ト
、
三
回
目
の
今

年
は
七
月
二
十
七
日
に
津
駅

持
つ
と
い
う
松
阪
か
ら
参
加

し
た
母
親
は
「
神
道
の
精
神

に
基
づ
く
教
育
に
興
味
を
持

っ
た
。
通
学
に
少
し
時
間
が

か
か
り
そ
う
だ
が
、
ぜ
ひ
子

ど
も
に
行
か
せ
て
あ
げ
た

い
」
と
語
っ
た
。
津
市
内
か

ら
参
加
し
た
中
学
三
年
生
の

男
子
生
徒
は
「
自
分
も
吹
奏

楽
部
な
の
で
、
高
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
に
驚
い
た
。
あ
れ

だ
け
楽
し
そ
う
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
で
き
る
の
は
素
晴

ら
し
い
」
と
興
奮
気
味
に
話

し
た
。
は
る
ば
る
兵
庫
県
か

ら
訪
れ
た
と
い
う
高
校
三
年

の
男
子
生
徒
は
、「
神
職
と
精

神
保
健
福
祉
士
で
迷
っ
て
い

て
、
両
方
の
説
明
が
聞
け
る

皇
學
館
大
学
の
説
明
会
に
参

加
し
た
。
寮
の
話
を
聞
き
、

皇
學
館
に
行
き
た
い
気
持
ち

が
強
く
な
っ
た
」と
話
し
た
。

　
ま
た
参
加
者
か
ら
「
吹
奏

楽
部
の
演
奏
を
見
て
、
こ
ん

な
に
明
る
く
元
気
そ
う
な
生

徒
が
い
る
学
校
な
ら
大
丈

夫
、
と
安
心
で
き
た
」
と
い

う
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
説
明
会
と
演
奏
会

の
二
本
柱
に
よ
る
「
皇
學
館

Ｄ
Ａ
Ｙ
」な
ら
で
は
。

　
来
年
以
降
も
「
皇
學
館
」

ブ
ラ
ン
ド
の
三
重
県
内
で
の

さ
ら
な
る
定
着
を
め
ざ
し
、

よ
り
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
と
な
る

よ
う
、
関
係
者
全
員
で
取
り

組
ん
で
い
く
。

本年度は中学校・高等学校の合同開催という
ことでパワーアップした企画を準備し、これまで
より強く中高の一体感を感じることのできる
催しになっています。
たくさんの方のご来場をお待ちしています。

第１回だけの
■特■別■企■画

第１回  皇學館中学校・皇學館高等学校�合同オープンスクール�開催
開催日●平成２６年８月３１日㈰

第
三
回「
皇
學
館
Ｄ
Ａ
Ｙ
」に
約
八
十
名
が
参
加

　
皇
太
子
ご
一
家
は
七
月
二
十
八
日
、
伊

勢
神
宮
参
拝
の
た
め
伊
勢
市
を
訪
れ
た
。

長
女
愛
子
さ
ま
に
と
っ
て
は
初
め
て
、 

皇
太
子
妃
雅
子
さ
ま
は
前
回
の
式
年
遷
宮

翌
年
の
平
成
六
年
に
皇
太
子
さ
ま
と
参
拝

さ
れ
て
以
来
、
二
十
年
ぶ
り
と
な
る
。
こ

の
日
の
十
五
時
四
十
分
頃
、
宇
治
山
田
駅

に
ご
到
着
さ
れ
た
ご
一
家
は
外
宮
に
あ
る

式
年
遷
宮
に
関
す
る
展
示
施
設
「
せ
ん
ぐ

皇太子ご一家をご奉迎外
宮
よ
り
内
宮
に
向
か
わ
れ
る
際
に
奉
迎

を
行
い
、同
日
十
五
時
、内
宮
よ
り
駅
に
向

か
わ
れ
る
際
も
奉
送
を
行
っ
た
。
日
の
丸

小
旗
を
振
る
我
々
に
対
し
ご
一
家
は
お
車

の
窓
を
開
け
ら
れ
、
に
こ
や
か
に
手
を
振

っ
て
お
応
え
に
な
ら
れ
た
。

う
館
」
を
視

察
。
翌
二
十

九
日
に
外

宮
・
内
宮
を

順
に
参
拝
さ

れ
た
。

　
本
学
の
教

職
員
・
学
生

た
ち
は
二
十

九
日
の
十
一
時
頃
、
正
門
前
の
御

幸
道
路
沿
道
に
整
列
。
ご
一
家
が

国文学科の模擬講義で言葉の力について熱く語る齋藤平教授

佐川記念神道博物館では学芸員課程
を履修している学生が案内した

鮮やかなピンク色のTシャツで出迎えた学生スタッフ

◦学食体験
◦お茶席 ◦かき氷 
◦ソフトクリーム

■す ■べ ■て ■無 ■料

個別相談ブースでは真剣な表情で話
し込む来場者の姿が見られた

吹奏楽部による圧巻の演奏に参加者は聴き入っていた

正門前で奉送する教職員と学生

笑顔で手を振る皇太子ご一家
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　最初、漢文は難しそうだと思っていましたが、勉
強を始めてみると、意外と面白いことに驚いています。特に最
近、テキストとして使っている「魏志倭人伝」は、邪馬台国の
位置が書かれているだけでなく、当時の日本人の生活習慣や服
装なども細かく記載してあるので、読めば読むほど興味がわい
てきました。来年からは卒論に向けた研究が始まりますが、中
国の歴史書に登場する日本人の生活を研究テーマにするのも面
白いと思っています。

学生コメント

　最初に堀内先生の写真を見た時は、怖そうな人と
いう印象でした。でも実際の堀内先生はとても優しくて、安心
しました（笑）。漢文は高校でも勉強しましたが、その後はまっ
たく触れる機会がなく、今は高校時代の教科書を引っ張りだし、
頑張って漢字の読み下しに挑戦しています。最近、「魏志倭人伝」
をテキストとして読むようになりました。中国人が描く日本人
像など、今まで知らなかった発見も多く、東洋史の面白さを実
感しています。

　私が東洋史に興味を持ったきっかけは、自分のルーツ
に関する学問の中で、最も広い視野を身につけられる分
野だから。日本の歴史を考える
上で、東アジア諸国、特に中国
の影響は無視できません。この
ように、アジアの歴史の中に日
本を位置づけることで、客観的
な歴史認識が生まれると信じて
います。私のゼミでは、始皇帝
の「秦」から、日本人が大好き
な「三国志」の時代、さらに20
世紀初頭まで続いた「清」まで、
2000年以上のダイナミックな中

国王朝の興亡を勉強しています。そこに登場する人々の
営みを考えることは、歴史だけでなく、人間に興味があ

る人にとって最高の研究テーマ
となるはずです。現在、私の 3
年生のゼミでは、今は中国の「正
史」をテキストに、漢文を読む
練習をしています。今後、彼ら
には自ら決めたテーマで研究調
査を行う中で、日本を客観的に
見つめ、感情に流されるのでは
ない正しい歴史観を育んでほし
いと願っています。

矢賀●寮では月に一度、月例参拝をさ
せていただきました。早朝の神宮の境
内はとても清々しいんですよ。
曽我●私は女性の神職になりたくて皇
學館大学に編入しましたが、その年に
遷宮があって本当に幸運でした。
守本●遷宮の行事は何か参加した？
曽我●お白石持ち行事
に参加しました。完成
したばかりの白木の社
殿はそこだけ空気が違
って、とても不思議な
感じでした。
諸岡●私も参加しました。
森谷●今回の遷宮は木遣りや踊りな
ど、女性の活躍が目立っていましたよ
ね。
諸岡●私は個人的にもよく参拝しま
す。授業が終わってから気軽にバスで
行けるので。
森谷●遷宮の翌年は「おかげ年」に当
たるので、例年以上にご利益を授かる
ことができるかも。
谷口●赤福の「朔日餅」を食べたこと
は？
矢賀●知り合いにいただいて食べまし
た。さすがに並んだことはないけど。
諸岡●おかげ横丁やお
はらい町は、いつ行っ
ても楽しいよね。河崎
周辺も意外と雑貨屋さ
んが多いって知ってま
す？
久保●へえ。今度行ってみます。
曽我●伊勢は銭湯をよく見かけます。
温泉が好きなので嬉しい。

谷口●最近、宇治山田駅においしいパ
フェのお店ができて……。
守本●やっぱり、食べ物や雑貨の話に
なると止まらなくなりますね（笑）。

皇學館の魅力❹

地域密着・実践的な授業

守本●皇學館の授業についてみんなは
どう思いますか？
藤岡●実践的な内容が多いと感じます。
谷口●私もそう思いま
す。「子どもと本の児童
サービス」の授業では
子どもの目線で絵本を
紹介する小冊子を作る
という課題があって、すごく楽しかっ
たです。
矢賀●幼児教育の実習では身体を動か
したり手遊びをしたりします。実践的
な授業は勉強になりますし、自分が実
際に働く姿を想像できるので意欲が湧
いてきます。
曽我●初めて祭式教室で祭式作法を学
んだ時は、身が引き締まる思いがしま
した。
守本●本学は積極的に地域や企業の人
人と関わり、体験によって学ぶ「アク
ティブ・ラーニング」に力を入れてい
ます。久保さんが活動しているボラン
ティアルームもその一つですね。
久保●ボランティアルームは学生の力
を必要とする地域の人々と、地域のた
めに何かしたいと考えている学生を結
ぶ組織で、私はコーディネーターをし
ています。
森谷●学生が運営するボランティア組
織は全国でも少ないそうですね。
久保●学生同士のネットワークがある
から、人を集めやすいんです。
諸岡●私も久保さんに誘われて、神宮
で車いすの利用者さんへのボランティ
アをさせてもらいました。

矢賀●私は「子育て支援活動ぴよ♪ぴ
よ♪」のほかに、市のボランティアで
障がいのある方と接したりしていまし
た。教育実習でその体験を話すと、「そ
んなにいろいろ経験している学生はな
かなかいないよ」と褒められました。
久保●じつは、皇學館
大学を志望したのは、
「地元就職をめざすな
ら」と姉が勧めてくれ
たからなんです。実際
入学して思うのは、サークルにしても
ゼミ活動にしても、地域の方と協力し
て何かに取り組む機会がとても多いと
いうこと。そうした地域の課題を一緒
に考えニーズに応えようとする姿勢や
行動が、地元企業や市民の方々に好意
的に受け止められている気がします。
守本●大学は、ただ知識を詰め込む場
ではなく、いろんな経験を通して成長
する場所です。もちろん勉強も大切で
すが、それに負けないくらい多くの経
験を積んで、さらなる成長につなげて
ほしいと思います。

皇學館の魅力❺

多くの出会いに磨かれて

守本●最後に、皇學館大学に入って良
かったと思うことは何ですか？
谷口●さまざまな時代の文学に触れ、
昔の人も今と何ら変わらない感性を持
っていたことを知り、文学に対する視
野が大きく広がったことです。
諸岡●倉陵祭の樽神輿とか、神宮参拝
とか、皇學館でないと経験できないこ
とをたくさん経験しました。
矢賀●皇學館大学はいわゆるマンモス
大学のように大勢の学生がいるわけで
はないので、その分、人との関わりが
濃くて、よりいろんな経験ができる気
がします。
藤岡●人間関係が広がりました。私の

高校から皇學館に進ん
だのは私一人で、仲の
いい女子もいないし、
最初はとても心配でし
た。でも、みんな優し
くて、すぐに友だちができました。
曽我●私も同じことを思っていまし
た。私は 2年次の編入生ですし、もと
もと人と話すのは得意ではなかったの
で。でも、私に残された時間は 3年し
かないので、勇気を出して周囲の人た
ちに話しかけるようにしました。する
と、みんなも気軽に話してくれて、自
分に自信が持てるようになりました。
矢賀●私は寮で多くの人と出会い、人
として、女性として大切な集団のルー
ルを学べたと思います。
久保●私は、昔から「大学とは自分を
磨く場所だ」と思っています。ボラン
ティアやサークル、授業など、たくさ
んの人と出会い、少し自分を磨けたと
思います。まだまだですけどね。
森谷●今日、ここで話してみて、表面
はもの静かでも、内面に熱い思いを持
っている女子がたくさんいることを嬉
しく思います。私たち職員も、そんな
みなさんの思いを応援していきます。
諸岡●卒業してからも大学に来ていい
ですか？
森谷●もちろん! お待ちしてます。
守本●人生の先輩とし
て、女子のみなさんに
言わせてください。こ
れからみなさんが歩く
道では、立ち止まらな
ければならない出来事も数多く控えて
いると思います。その時、みなさんが
どこで何をしていても、その状況を受
け止め、一歩前に進もうとする「力」
さえあれば、きっと大丈夫です。皇學
館大学は、女性たちがそんな「力」を
身につけるのに最高の場所です。がん
ばってください。
全員●ありがとうございました。お白石持ち行事

vol.
20

堀内淳一ゼミ
　
文学部国史学科

新しい発見がある学び
村田稜太君　国史学科 ３ 年 ▶

古代の日本人が見えてくる
森田元就君　国史学科 ３ 年 ▶

日本の歴史を客観視することで
正しい歴史観を育んでほしい
今回のゼミ探訪は、今年から本学で教鞭を取ることになった堀内
先生の東洋史ゼミ。敢えて今、日本の歴史を学ぶ国史学科で東洋
史を研究する意味とは何か、堀内先生にじっくりとお聞きしました。

堀内淳一准教授（東洋史）
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皇學館の魅力❶

＂杜
も り

＂のキャンパス

守本●では、まず女子のみなさんから
見て、皇學館の最大の特徴は何だと思
いますか？
矢賀●緑の多さ。初めて本学に来た時、
正門を入って「こんな山の中に本当に
大学があるの？」と思いました。
藤岡●私の地元は伊賀ですが、自然に
囲まれていると落ち着きますよね。高
層ビルは見ていると倒れそうで（笑）。
曽我●母も「なんだか鎮守の杜みたい
ね」って笑っていました。
谷口●確かに。森林浴できそうなほど
空気が澄んでますよね。

諸岡●皇學館のキャンパスは、四季が
感じられます。記念館の前のロータリ
ーを通るたび、季節の写真のストック
が増えるんです。
久保●私は ９号館前の芝生広場が気持
ち良くて好き。オープンキャンパスに
来てくれた高校生を案内すると、けっ
こう喜んでくれますよ。
森谷●芝生広場が完成
したのは、私が ４年生
の時。今、学生が寝転
んで話をしているのを
見て、じつは「うらや
ましいなあ」って思います。
谷口●森谷さんも寝転んだりすればい
いんじゃないですか？
森谷●いや、職員ですので、立場的に
それはできないんです（笑）。
守本●本学は高い樹木に囲まれている
ので、外の道路から見えません。です
から外からのお客様をご案内すると、
「中はこんなに広いんですね」って、よ
く驚かれます。
森谷●それは私たち職員がもっとアピ
ールしないといけませんね。

曽 我 星 来さん
神道学科 ３年

日本と日本神道について
勉強したくて、 2 年次に
他大学から編入。将来の
夢は、女性の神職。神奈
川県出身。

谷 口 早 弥さん
国文学科 ３年

オープンキャンパスで図
書館を見て、その充実ぶ
りに感動して本学へ。現
在、図書館司書をめざし
て勉強中。

諸 岡 　葵さん
国史学科 ３年

小・中・高のどの先生に
なるか迷い、すべて取得
できる本学科へ。大学生
活の楽しさを生徒に聞か
せるのが夢。

藤 岡 史 奈さん
コミュニケーション学科 ３年

英語教員をめざしてコミ
ュニケーション学科へ。
入学後、図書館司書の資
格も取れると知り、勉強
に励む毎日。

矢 賀 裕 望さん
教育学科 ３年

本学出身のお母さんが楽
しそうに大学生活の思い
出を話すのを聞き、本学
へ。入学を一番喜んだの
は、母だった。

久 保 　圭さん
現代日本社会学科 ３年

第一志望ではなかった
が、本学卒業生の姉の薦
めで本学へ。多くの人と
出会い、皇學館で良かっ
たと公言する。

森 谷 香 里さん
皇學館大学職員（総務部）

本学在学中に深草先生の
授業に感動し、その素晴
らしさを多くの人に伝え
たくて、平成24年、職員
として本学に就職。

守 本 友 美先生
現代日本社会学科教授

大阪出身。ボランティア
協会などで福祉の現場を
経験した後に本学へ。専
門は社会福祉援助技術
論・地域福祉論。

女性たちの
皇學館ライフ

皇學館女子座談会

アベノミクスの成長戦略の一つとして、女性の力に大いに注目が集
まっています。日本の未来を担うべく本学で学ぶ女性たちにとって、
皇學館大学はどのように映っているのでしょうか。各学科の学生と
先生、そして卒業生の計 ８名が皇學館の魅力を本音で語ります。

皇學館の魅力❷

便利で快適な施設・設備

守本●本学の施設はどうですか？
藤岡●新しい棟が多く、雰囲気が明る
くおしゃれ。トイレも清潔で使いやす
いです。
谷口●建物は古いけど、図書館の蔵書
の数や種類は魅力だよね。
森谷●私も国文学科でしたから、図書
館はよく利用していました。 １限目が
ない日も朝から図書館に行き、新聞や
雑誌を読んでいました。
全員●すごい!
諸岡●春にラーニング・コモンズ＊１が
オープンしてから、いっそう便利にな
ったと思います。
矢賀●私はゼミの打合せや教育実習の
準備などで、百船＊２をよく利用します。
教育や現日の学生は百船を利用するこ
とが多い気がします。
藤岡●伝統ある大学なので施設や設備
も旧式かと思いきや、IT環境がすごく
充実してるよね。
諸岡●そうだね。それに、ラーニング・
コモンズも百船も会話できる点がいい
と思います。わからないところがあっ

たら友だちに聞けるし、議論もできる。
みんなでワイワイ相談しながら準備が
進められるから楽しいよね。
谷口●最近、学食メニューがリニュー
アルされたのも嬉しい。
矢賀●そうそう、パス
タとかスイーツが増え
たから周りの友だちも
けっこう喜んでる。や
っぱり女子は食べ物に
目がないから（笑）。

皇學館の魅力❸

お伊勢さんのお膝元

守本●話題を変えます。皇學館大学は
神宮を抜きして語れません。次は神宮
との関連について。

図書館内にオープンしたラーニング・コモンズ

キャンパスの中心にある芝生広場

　
＊１ ラーニング・コモンズ：学生が主体的、協働的に学修できるよう図書館内に整備された知的コミュニケーション空間。
＊２ 百船（ももふね）：９号館 １階に設置された学生が自由に利用できる学修のためのスペース。
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皇高 N E W S

皇中 N E W S

女
子
が
県
大
会
で
総
合
二
位

　

　
五
月
三
十
日
か
ら
六
月
一
日
に

か
け
て
行
わ
れ
た
平
成
二
十
六
年

度
第
六
十
四
回
三
重
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
に
お
い
て
本
校
女

子
が
総
合
二
位
に
輝
い
た
。
同
大

会
に
は
県
内
の
高
校
約
八
十
校
か

ら
約
一
万
六
千
名
の
生
徒
が
参

加
。三
十
四
種
目
を
競
っ
た
な
か
、

本
校
は
全
日
制
女
子
の
部
で
五
十

八
・
五
点
を
挙
げ
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
結
実
さ
せ
た
。

　
な
お
、
同
大
会
で
優
秀
な
成
績

　
中
間
考
査
が
終
わ
る
と
同
時
に

開
か
れ
た
校
友
会
総
会
で
は
教
員

を
含
め
皇
學
館
で
生
活
す
る
者
す

べ
て
が
五
百
円
の
会
費
を
支
払
う

仕
組
み
や
そ
の
積
立
額
、
昨
年
よ

り
増
額
さ
れ
た
生
徒
派
遣
費
の
こ

と
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
こ
の
場
で

初
め
て
知
っ
た
と
い
う
生
徒
が
多

い
印
象
を
受
け
た
。
疲
れ
の
た
ま

　
七
月
十
五
日
・
十
六
日
の
二
日

間
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
二
種
目
に
分
か
れ

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
が
実
施
さ
れ
た
。

生
徒
た
ち
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
同
じ

色
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
一
致
団

結
。
暑
さ
に
負
け
な
い
“
熱
い
”

声
援
が
響
く
な
か
全
力
で
闘
い
抜

い
た
。

　
新
総
務
副
委
員
長
の
荒
木
美
来

さ
ん
は
「
ス
ポ
ー
ツ
は
勝
敗
を
競

う
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
人
と

人
と
を
つ
な
ぐ
手
段
」
と
言
い
、

今
回
の
大
会
が
荒
木
さ
ん
の
望
ん

で
い
た
通
り
、
皆
の
心
を
一
つ
に

し
て
く
れ
た
と
満
足
そ
う
に
話
し

た
。
同
じ
く
新
総
務
副
委
員
長
の

中
川
初
保
さ
ん
は
校
友
会
役
員
と

な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
行
事
だ
っ

た
た
め
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
か

っ
た
と
し
つ
つ
も
、
野
球
部
や
バ

レ
ー
部
の
メ
ン
バ
ー
が
手
伝
っ
て

く
れ
た
ほ
か
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
全
体
を
考
え
た
行
動
の
お
か
げ

で
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
た
と
喜

び
を
語
っ
た
。

　
な
お
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

は
三
年
一
組
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

は
三
年
五
組
が
優
勝
し
た
。

を
収
め
た
七
つ
の
部
か
ら
六
十
六

名
が
東
海
大
会
に
出
場
し
、
さ
ら

に
、卓
球
部
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、

剣
道
部
、
柔
道
部
、
弓
道
部
が
全

国
大
会
に
進
出
し
た
。
今
後
の
さ

ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

っ
た
表
情
を
し
た
生
徒
も
い
て
最

初
は
心
配
し
た
が
、
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
て
集
中
力
が
よ
み
が
え
っ

た
よ
う
に
思
う
。
校
友
会
総
会
を

学
校
生
活
や
運
営
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
と
し
、
今
ま
で
以
上
に
関

心
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

前
総
務
委
員
長　

城　

貴
斗

　
五
月
十
七
日
に
本
年
度
の
三
年

生
保
護
者
対
象
進
路
説
明
会
を
開

催
し
た
。
ご
多
忙
の
な
か
百
名
近

く
の
保
護
者
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
有
意
義
な
時
間
と
な

っ
た
。

　
第
一
部
で
は
進
路
指
導
部
か
ら

昨
年
度
の
進
路
状
況
の
報
告
の

後
、
今
後
の
進
路
決
定
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
入
試
の
実
際
に
つ
い
て
の

説
明
や
受
験
期
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
お
願
い
が
な

さ
れ
た
。
第
二
部
で
は
大
学
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
山
内
太
地
さ
ん
に

「
将
来
の
進
路
の
選
び
方
」と
の
テ

ー
マ
で
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

講
演
で
は
大
学
の
選
び
方
や
奨
学

金
制
度
の
活
用
方
法
な
ど
入
試
以

外
の
有
益
な
情
報
も
含
め
幅
広
く

お
話
し
て
い
た
だ
き
、
保
護
者
の

方
々
の
熱
心
に
聞
き
入
る
姿
が
見

ら
れ
た
。

　
六
月
七
日
に
は
一
・
二
年
生
の

保
護
者
を
対
象
に
し
た
進
路
説
明

会
を
開
催
。
雨
で
足
元
の
悪
い
な

か
百
名
以
上
の
保
護
者
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
。

　
三
年
生
の
時
と
同
様
に
、
第
一

部
で
は
昨
年
度
の
進
路
状
況
等
を

報
告
。
第
二
部
は
リ
ク
ル
ー
ト
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の

林
健
一
さ
ん
に
「
お
子
様
の
進
路

選
択
に
つ
い
て
大
事
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
」
と
の
テ
ー
マ
で

保
護
者
世
代
と
現
代
の
進
学
事
情

の
相
違
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た

だ
き
、
充
実
し
た
会
と
な
っ
た
。

現
代
の
進
学
事
情
を
説
明

保
護
者
対
象 

進
路
説
明
会

ク
ラ
ス
マッ
チ
で
絆
深
ま
る

　

実
習
生
と
と
も
に
成
長

教
育
実
習
＆
進
路
講
話

自
然
の
魅
力
を
満
喫

一
年
生
宿
泊
研
修

学
校
生
活
に
関
心
を校友

会
総
会

　
六
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
七
日
に
か
け
て
、
一
年
生
に
と
っ
て
は

初
め
て
の
宿
泊
研
修
が
一
泊
二
日
で
行
わ
れ
た
。
宿
泊
先
は
「
と
も

や
ま
公
園
キ
ャ
ン
プ
村
」（
志
摩
市
大
王
町
波
切
）。
現
地
で
は
「
教

育
勅
語
」
を
学
習
し
外
国
語（
英
語
）活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
通
じ
て
自
然
の
魅
力
を
満

喫
し
、
思
い
出
に
残
る
二
日
間
を
過
ご
し
た
。

　
七
名
の
実
習
生
を
迎
え
た
今
期

の
教
育
実
習
が
六
月
二
日
か
ら
二

十
一
日
ま
で
三
週
間
（
う
ち
一
名

は
養
護
実
習
で
一
週
間
）
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
。

　
実
習
当
初
は
生
徒
た
ち
と
の
距

離
感
に
戸
惑
い
自
信
の
な
い
様
子

が
見
受
け
ら
れ
た
も
の
の
、
日
が

経
つ
に
つ
れ
積
極
的
に
な
り
、
昼

食
時
や
休
み
時
間
は
生
徒
た
ち
の

輪
の
中
に
入
っ
て
い
き
、
授
業
中

も
頼
も
し
い
姿
が
見
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
最
終
日
に
は
各
学
年
で
実
習
生

と
の
別
れ
を
惜
し
む
セ
レ
モ
ニ
ー

も
行
わ
れ
、
実
習
生
を
代
表
し
て

鴨
川
厚
志
君
（
皇
學
館
大
学
教
育

学
科
三
年
）が「
実
習
中
い
ろ
い
ろ

と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
か
と
思

い
ま
す
が
、
先
生
方
の
熱
い
ご
指

導
に
よ
り
確
実
に
成
長
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
三
週
間
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
六
月
十
八
日
の
午
後
は
セ
ミ
ナ

ー
ホ
ー
ル
に
て
実
習
生
に
よ
る
進

路
講
話
が
行
わ
れ
、
実
習
生
一
人

ひ
と
り
が
自
ら
の
体
験
を
振
り
返

り
、
中
学
生
と
し
て
心
が
け
て
ほ

し
い
こ
と
を
熱
く
語
っ
た
。「
勉
強

は
、
自
ら
目
標
を
設
定
す
る
こ
と

で
一
層
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
地
道
に
漢
字
、英
単
語
テ
ス
ト
対

策
を
積
み
重
ね
た
こ
と
が
底
力
に

な
っ
た
」「
部
活
動
で
先
輩・後
輩

の
上
下
関
係
や
礼
儀
を
学
ん
だ
」

「
友
人
の
影
響
を
受
け
、勉
強
の
方

法
や
習
慣
を
身
に
つ
け
た
」「
結
果

が
出
る
ま
で
絶
対
に
あ
き
ら
め
な

か
っ
た
」
な
ど
先
輩
現
役
大
学
生

か
ら
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け

と
め
よ
う
と
、
生
徒
た
ち
は
メ
モ

を
と
り
な
が
ら
注
意
深
く
耳
を
傾

け
て
い
た
。

楽
し
く
て
、も
う
一
日
あ
っ
た
ら
…

一
年
Ｂ
組　

阪
谷 

有
希
乃

　
二
日
間
の
宿
泊
研
修
を
通
じ
て

私
は
み
ん
な
の
こ
と
を
今
ま
で
以

上
に
知
り
、絆
も
深
ま
り
ま
し
た
。

も
っ
と
も
心
に
残
っ
た
の
は
、
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
と
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
言
葉
に
で
き

な
い
く
ら
い
き
れ
い
で
し
た
。
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
み
ん
な
と

団
結
し
て
縄
跳
び
と
大
勢
で
の

「
二
人
三
脚
」
が
で
き
、本
当
に
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
ワ
ク
ワ
ク
す
る

気
持
ち
と
不
安
と
が
あ
る
な
か

で
、無
事
に
終
わ
っ
た
宿
泊
研
修
。

今
で
は
「
も
う
一
日
あ
っ
た
ら
な

…
…
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当

に
楽
し
い
二
日
間
で
し
た
。

力
を
合
わ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

　
七
月
四
日
、
第
二
体
育
館
に
て

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
た
。
今

回
の
種
目
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
、
男
女
別
の
計
四
リ
ー
グ
の

総
当
た
り
戦
。
ク
ラ
ス
の
総
合
成

績
は
三
年
生
が
優
勝
と
準
優
勝
を

獲
得
し
、
最
上
級
生
と
し
て
の
貫

録
と
存
在
感
を
示
し
た
。

　
三
年
Ｂ
組
の
中
村
真
依
さ
ん
は

「
失
敗
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
不

安
に
な
っ
た
時
、
み
ん
な
が
応
援

し
て
く
れ
た
の
で
全
力
が
出
せ

た
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
た
か

ら
こ
そ
優
勝
で
き
た
」
と
大
会
を

全国高校総体出場者
卓球部

女子シングルス
山口來美
菅沼春菜
山口真愛

女子ダブルス
坂中　藍・菅沼春菜
八木汐里・山口來美

バドミントン部
女子シングルス 川添麻依子

女子ダブルス
川添麻依子・谷水亜里紗
中川祐希・西澤玲奈

女子団体
川添麻依子　西澤玲奈
谷水亜里紗　児玉知枝
中川祐希　

剣道部
女子個人 舩見菜々子
柔道部
女子個人６３㎏級 久野美悠
弓道部
女子個人 竹内慧果

　
宿
泊
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
は
、

団
体
行
動
で
は
ち
ょ
っ
と
で
も
集

合
時
間
に
遅
れ
る
と
あ
と
の
行
事

に
支
障
が
出
る
こ
と
、
逆
に
、
互

い
に
片
付
け
な
ど
の
手
伝
い
を
す

る
と
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
と
い
う
こ

と
で
す
。
一
泊
二
日
の
短
い
期
間

で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生

活
や
来
年
の
ス
キ
ー
研
修
に
役
立

つ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修

ず
っ
と
忘
れ
ら
れ
な
い
宿
泊
研
修
に

一
年
Ａ
組　

西
井
千
湖

振
り
返
っ
た
。

　
一
年
Ｂ
組
の
川
端
友
華
さ
ん
は

「
み
ん
な
で
協
力
す
る
こ
と
の
大

切
さ
と
か
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
学
べ
た
。
お
互
い
に
声
を

か
け
合
い
、
支
え
合
う
必
要
性
を

感
じ
た
。『
協
力
し
合
う
こ
と
』を

今
後
の
普
段
の
生
活
に
も
生
か
し

た
い
」
と
話
し
た
。

で
は
周
り
の
友
だ
ち
に
頼
っ
て
ば

か
り
だ
っ
た
の
で
次
は
そ
う
な
ら

ず
、
む
し
ろ
頼
っ
て
も
ら
え
る
行

動
を
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
宿
泊
研
修
は

人
生
に
一
度
し
か
経
験
で
き
な
い

大
切
な
思
い
出
で
す
。
大
人
に
な

っ
て
も
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し

ょ
う
。

視聴覚機器を使った研究授業（中1社会）の様子

穏
や
か
な
青
い
志
摩
の
海
で
楽
し
そ

う
に
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
体
験

女子総合2位の賞状と楯を手に喜びの表情

熱戦を繰り広げたクラスマッチ

山内太地さんの講演

皇 學 館 学 園 報平成２6年8月２0日� 第51号　（� ）6



　学校法人皇學館の平成２５年度決算は、平成２６年 ５ 月２６日開催の理事会で承認さ
れましたので、ここにその内容を公表します。
　なお、公式ホームページ（http://www.kogakkan-u.ac.jp）の大学概要のIR情報の事
業報告平成２５年度にて、教育研究機関・事務組織・入学生数・在籍者数・卒業生
数・進路（就職）状況及び法人の事業実績、財務の概要説明等を公開しております
ので、併せてご覧ください。
　平成２５年度収支決算書は、以下のとおりです。

　
◦記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。
◦貸借対照表の注記は省略しています。

平成２５年度 収支決算報告

1資金収支計算書
　この計算書は、企業会計におけるキャッシュフロ
ー計算書に近いもので、当該会計年度の教育研究
活動及びその活動に付随する全ての資金の動き
と内容を明らかにすることを目的としています。

資金収支計算書（法人全体）
平成２５年 ４ 月 １ 日から平成２６年 ３ 月３１日� 単位：千円

科　　　目 予　算 決　算 差　異

●収入の部
学生生徒等納付金収入 ３,７０３,０７７ ３,６８２,８３８ ２０,２３８

手数料収入 ７７,９４３ ８０,１６４ △２,２２１

寄付金収入 ８９,０４１ １０２,４２７ △１３,３８６

補助金収入 ８２１,４７８ ８１８,８８９ ２,５８８

資産運用収入 ４５,９１０ ４５,８１０ ９９

資産売却収入 ０ ２５ △２５

事業収入 ３０,８０１ ３５,３８７ △４,５８６

雑収入 ２６０,１６５ ２８１,４３６ △２１,２７１

前受金収入 ６４５,２８８ ７１１,６６０ △６６,３７２

その他の収入 ２５６,７００ ２６５,８２１ △９,１２１

資金収入調整勘定 △８９６,５０１ △１,０３９,８５４ １４３,３５３

当年度資金収入合計① ５,０３３,９０２ ４,９８４,6０７ ４９,２９４

前年度繰越支払資金 １,６８８,８４４ １,６８８,８４４

収入の部合計 6,７２２,７４6 6,6７３,４５１ ４９,２９４

●支出の部
人件費支出 ２,７９３,８３８ ２,７５７,９５７ ３５,８８０

教育研究経費支出 ８７５,２０９ ８３５,９１９ ３９,２８９

管理経費支出 ４５２,９９５ ４６５,１０９ △１２,１１４

借入金等利息支出 ５,２９４ ５,２９３ １

借入金等返済支出 ４３,７５０ ４３,７５０ ０

施設関係支出 ５１,９４７ ５２,０４０ △９３

設備関係支出 ４２３,４９６ ４４７,３８８ △２３,８９２

資産運用支出 ４２６,６４５ ４２８,３８２ △１,７３７

その他の支出 １１４,６７９ １２５,８９１ △１１,２１１

［予備費］ （０）
３０,０００ ３０,０００

資金支出調整勘定 △１８７,４３３ △１７６,９６５ △１０,４６７

当年度資金支出合計② ５,０３０,４２０ ４,９８４,７6４ ４５,6５6

次年度繰越支払資金 １,６９２,３２５ １,６８８,６８４ ３,６４１

支出の部合計 6,７２２,７４6 6,6７３,４５１ ４９,２９４

当年度資金収支差額
①−② ３,４８２ △１５７ ３,6３８

2消費収支計算書
　この計算書は、企業会計における損益計算書に
あたるもので、帰属収入（負債とならない収入）から
基本金組入額（施設や設備などの取得にあてる額）を
控除した消費収入と消費支出を比較して均衡状
況を明らかにすることを目的としています。

消費収支計算書（法人全体）
平成２５年 ４ 月 １ 日から平成２６年 ３ 月３１日� 単位：千円

科　　　目 予　算 決　算 差　異

●消費収入の部
学生生徒等納付金 ３,７０３,０７７ ３,６８２,８３８ ２０,２３８

手数料 ７７,９４３ ８０,１６４ △２,２２１

寄付金 ９６,５４１ １１８,５２８ △２１,９８７

補助金 ８２１,４７８ ８１８,８８９ ２,５８８

資産運用収入 ４５,９１０ ４５,８１０ ９９

事業収入 ３０,８０１ ３２,５９６ △１,７９５

雑収入 ２６０,３２８ ２８１,６００ △２１,２７２

帰属収入合計① ５,０３6,０７８ ５,０6０,４２７ △２４,３４９

基本金組入額合計 △３４７,４２５ △３８１,６３０ ３４,２０５

消費収入の部合計② ４,6８８,6５３ ４,6７８,７９７ ９,８５５

●消費支出の部
人件費 ２,８２７,１９０ ２,７９１,３０９ ３５,８８０

教育研究経費 １,３３６,２２４ １,３０７,５５２ ２８,６７１

管理経費 ４８９,９６２ ４９７,９７４ △８,０１２

借入金等利息 ５,２９４ ５,２９３ １

資産処分差額 ６,８１７ ６,７９１ ２５

［予備費］ （０）
３０,０００ ３０,０００

消費支出の部合計③ ４,6９５,４８７ ４,6０８,９２２ ８6,５6４

●収支差額の部
当年度帰属収支差額
①−③ ３４０,５９１ ４５１,５０５

当年度消費収入超過額
②−③ ０ 6９,８７４

当年度消費支出超過額 6,８３４ ０
前年度繰越消費支出
超過額 ３,９７１,４９１ ３,９７１,４９１

翌年度繰越消費支出
超過額 ３,９７８,３２５ ３,９０１,6１6

3貸借対照表
　この計算書は、決算日における資産及び負債、基
本金、消費収支差額の内容及び在り高を明示し、学
校法人の財政状態を明らかにすることを目的として
います。

貸借対照表
平成２６年 ３ 月３１日� 単位：千円

科　　　目 本年度末 前年度末 増　減

●資産の部
固定資産 １５,４２９,８４４ １５,０９０,８３７ ３３９,００6

　有形固定資産 １３,２66,２１７ １３,２6２,００４ ４,２１３

土地 ５５１,３４９ ５５１,３４９ ０

建物 ９,３４９,０４７ ９,６４３,２３９ △２９４,１９１

構築物 ６７６,３９１ ７１４,２５８ △３７,８６７

教育研究用
機器備品 ７８５,９８２ ５０１,５４２ ２８４,４３９

その他の機器備品 ５０,９４１ ３７,４０８ １３,５３３

図書 １,８４２,１５４ １,８０６,４５１ ３５,７０３

車輛 １０,３５１ ７,７５６ ２,５９５

　その他の固定資産 ２,１6３,6２6 １,８２８,８３２ ３３４,７９３

電話加入権 ３,９５９ ３,９５９ ０

有価証券 ９,５９６ ９,５９６ ０

敷金 ５,６２０ ５,６２０ ０

差入保証金 ４,９６０ ４,９６０ ０

預託金 １０,０００ １０,０００ ０

長期貸付金 ３,９８６ ６,６３５ △２,６４８

退職金引当
特定資産 １,２３３,３６５ １,２３３,３６５ ０

施設維持引当
特定資産 ４３８,６７４ ２０６,５２７ ２３２,１４７

学生寮施設維持
引当特定預金 １４５,４２５ １４８,１２９ △２,７０４

学園財政調整
引当特定預金 ２００,０００ １００,０００ １００,０００

第 ３ 号基本金
引当資産 １０８,０４０ １００,０４０ ８,０００

流動資産 ２,９９４,6３９ ２,８４１,５6３ １５３,０７6

現金預金 １,６８８,６８４ １,６８８,８４４ △１５９

補助活動
支払資金 ２９４,４６３ ２９５,０３３ △５６９

研修旅行費等
預り資産 １２３,４１８ １２６,７７６ △３,３５８

未収入金 ３２５,１９３ １５９,６５０ １６５,５４３

奨学金引当
特定資産 １１,４３８ １１,４７１ △３２

販売用品 ８,８１２ １１,６０３ △２,７９１

短期貸付金 ２,２８８ ２,６４７ △３５８

篠田学術振興基
金引当特定資産 ６６,１２０ ６５,６３８ ４８２

津田学術振興基
金引当特定資産 ３２３,６６３ ３２３,８９８ △２３４

教学振興基金
引当特定資産 １５０,０００ １５０,０００ ０

立替金 ０ ６,０００ △６,０００

前払金 ５５６ ０ ５５６

資産の部合計 １８,４２４,４８３ １７,９３２,４００ ４９２,０８３

●負債の部
固定負債 １,４３４,７９6 １,３９３,７０２ ４１,０９４

長期借入金 １７５,０００ ２１８,７５０ △４３,７５０

退職給与引当金 １,１３６,７７６ １,１０３,５８８ ３３,１８８

長期未払金 １２３,０１９ ７１,３６３ ５１,６５６

流動負債 １,０９８,９９８ １,０９９,５１５ △５１７

短期借入金 ４３,７５０ ４３,７５０ ０

未払金 １２５,３０９ １１１,５４１ １３,７６７

前受金 ７１１,６６０ ７１４,６６１ △３,００１

預り金 ２１８,２７９ ２２９,５６２ △１１,２８３

負債の部合計 ２,５３３,７９５ ２,４９３,２１８ ４０,５７７

●基本金の部
第 １号基本金 １９,２９０,２６５ １８,９１６,６３４ ３７３,６３０

第 ３ 号基本金 １０８,０４０ １００,０４０ ８,０００

第 ４ 号基本金 ３９４,０００ ３９４,０００ ０

基本金の部合計 １９,７９２,３０５ １９,４１０,6７４ ３８１,6３０

●消費収支差額の部
翌年度繰越消費支出
超過額 ３,９０１,６１６ ３,９７１,４９１ ６９,８７４

消費収支差額の部合計 △３,９０１,6１6 △３,９７１,４９１ 6９,８７４

負債の部、基本金の部及
び消費収支差額の部合計 １８,４２４,４８３ １７,９３２,４００ ４９２,０８３

　
六
月
二
十
七
日
、
ア
メ
リ

カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト

ル
に
あ
る
キ
ャ
ミ
ア
ッ
ク
高

校
の
生
徒
十
名
が
皇
學
館
高

校
を
訪
問
し
た
。
神
宮
参
拝

を
終
え
た
後
、
来
校
し
た
一

張
し
た
様
子
。
し
か
し
部
員

と
の
会
話
な
ど
を
通
じ
徐
々

に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
よ
う

で
、
最
後
に
は
く
つ
ろ
い
だ

表
情
で
お
薄
を
味
わ
っ
て
い

た
。
文
化
や
言
葉
は
違
っ
て

す
る
」
と
の
高
い
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
書
の
内
容
は
、
私
が
平

成
十
八
年
に
筑
波
大
学
大
学

院
に
提
出
し
た
博
士
論
文
の

資
料
編
を
も
と
に
し
た
も
の

で
、
全
国
各
地
の
文
学
館
が

こ
れ
ま
で
に
出
版
し
て
き
た

図
録
や
館
報
な
ど
、
約
九
千

点
に
上
る
出
版
物
を
網
羅
的

に
調
査
し
、「
書
誌
」と
呼
ば

れ
る
一
覧
の
形
に
整
理
し
た

も
の
で
す
。
ほ
か
に
は
類
を

見
な
い
本
に
仕
上
げ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
さ
ま

ざ
ま
な
調
査
・
研
究
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
今
回
の
学
会

賞
受
賞
を
励
み
と
し
て
、
こ

れ
に
続
く
充
実
し
た
研
究
成

果
を
生
み
出
せ
る
よ
う
に
、

今
後
も
研
究
活
動
に
邁
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
を
Ｅ
Ｓ
Ｓ
部
員
が
お
も
て

な
し
。
放
課
後
と
あ
っ
て
部

活
動
を
中
心
に
見
て
回
っ
た
。

　
茶
室
で
茶
道
部
員
の
お
点

前
に
よ
る
接
待
を
受
け
た
彼

ら
は
畳
の
上
で
の
正
座
に
緊

も
、
や
は
り
同
年
代
同
士
、

す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
だ
。
続
い
て
、

日
本
の
伝
統
的
な
武
芸
で
あ

る
剣
道
部
、
柔
道
部
、
弓
道

部
の
練
習
を
見
学
。
剣
道
部

の
稽
古
で
は
道
場
に
響
き
渡

る
鋭
い
気
合
い
の
声
に
驚

き
、
柔
道
部
で
は
と
く
に
男

子
生
徒
が
山
崎
陽
祐
部
長
の

乱
取
り
稽
古
を
熱
心
に
眺
め

て
い
た
。
弓
道
部
で
は
矢
場

に
降
り
て
実
際
の
弓
引
き
を

体
験
。こ
れ
に
は
皆
が
喜
び
、

矢
が
的
に
当
た
る
度
に
歓
声

が
上
が
っ
て
い
た
。

　
当
初
予
定
し
て
い
た
一
時

間
を
大
幅
に
超
え
る
な
ど
、

十
二
分
に
今
回
の
訪
問
を
満

喫
し
た
一
行
は
正
面
玄
関
前

で
記
念
撮
影
を
終
え
、
名
残

惜
し
そ
う
に
本
校
を
後
に
し

た
。

　
六
月
七
日
に
「
第
八
回
野

上
紘
子
記
念
ア
ー
ト
・
ド
キ

ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会

賞
」
の
受
賞
式
に
出
席
し
て

き
ま
し
た
。
受
賞
理
由
は
昨

年
四
月
に
出
版
し
た
『
文
学

館
出
版
物
内
容
総
覧
』
の
業

績
に
対
す
る
も
の
で
、
学
会

関
係
者
か
ら
は
「
後
進
の
研

究
者
に
大
き
な
便
宜
を
与
え

る
」「
文
学
館
自
体
の
活
動
に

対
す
る
理
解
の
促
進
に
寄
与

そ
し
て
迎
え

た
当
日
。
一

年
生
が
た
く

さ
ん
の
素
敵

な
笑
顔
を
見

せ
て
く
れ
、

そ
れ
と
同
時

　
七
月
六
日
に
第
五
十
三
回
寮
祭
が
盛
大

に
開
か
れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
寮
生
が
撮

影
・
編
集
し
た
ム
ー
ビ
ー
を
鑑
賞
し
、
午

後
は
運
動
会
と
事
前
に
練
習
し
て
い
た
ダ

ン
ス
を
披
露
。
あ
い
に
く
途
中
か
ら
天
候

が
崩
れ
た
も
の
の
毎
年
恒
例
の
火
文
字
も

雨
の
中
着
火
に
成
功
し
、
無
事
に
す
べ
て

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
寮
祭
は
一
年
生
の
た
め
に
開
催
さ
れ
る

も
の
。
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
二
年
生
が

約
一
カ
月
半
か
け
て
準
備
を
し
て
き
ま
し

た
。
初
め
て
運
営
側
と
な
る
た
め
不
安
に

思
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
各
パ

ー
ト
が
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
支
え
合
い
、

互
い
に
「
手
伝
お
う
か
」
と
声
を
か
け
る

な
ど
寮
生
の
絆
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

皇
學
館
高
校

アメ
リ
カ
の
高
校
生
を
お
も
て
な
し

アート・ドキュメンテーション
学会賞を受賞
岡野裕行国文学科助教

“
仲
間
”を
得
た
寮
祭

寮
祭
実
行
委
員
長　

奥
村
奈
央

（
教
育
学
科
二
年
）

に
二
年
生
も
達
成
感
と
安
堵
に
満
ち
た
表

情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　
寮
祭
を
行
っ
て
得
た
も
の
は
、
一
緒
に

頑
張
っ
た
と
言
い
合
え
る
仲
間
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
去
年
の
寮
祭
は
私
た
ち

の
た
め
に
先
輩
方
が
こ
れ
ほ
ど
手
を
尽
く

し
て
く
れ
て
い
た
の
だ
と
、
改
め
て
感
謝

の
思
い
が
募
り
ま
し
た
。
寮
生
で
本
当
に

よ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を

与
え
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

初めて味わう茶菓子。餡を苦手と感じる人もいた
ようだ

弓道体験では姿勢や集中力の大切さを感じた様子

皇 學 館 学 園 報（  ）　第51号  平成２6年8月２0日7
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		 寄 付 金 募集要項	
●◉寄付金（年会費）
法人・団体会員 年額　一口 ２０,０００円
個 人 会 員 年額　一口 ５,０００円
出来ますれば複数口のご協力をお願いいたします。

●◉寄付金（年会費）に関する減免税措置

法人・団体会員 受配者指定寄付金制度
（寄付金全額を損金算入できる制度）

個 人 会 員 所得控除制度、
あるいは税額控除制度

お問い合わせ先
学校法人皇 學 館� 教学振興会事務局担当
〒５１６−８５５５ 三重県伊勢市神田久志本町１７０４
TEL０５９６−２２−６３１３　FAX０５９６−２７−１７０４
E-mail suishin@kogakkan-u.ac.jp
　

　
学
生
が
「
卵
は
何
個
あ
っ

た
か
な
？
」
と
問
い
か
け
る

と
、「
は
い
!
」「
は
い
!
」と

元
気
よ
く
手
を
挙
げ
る
子
ど

も
た
ち　
　
七
月
四
日
、
伊

勢
市
立
早
修
小
学
校
で
行
わ

れ
た
理
科
の
授
業
は
活
気
に

満
ち
て
い
た
。“
先
生
”と
し

て
教
え
る
の
は
、
教
育
学
部

生
物
学
ゼ
ミ（
十
八
名
）に
所

属
す
る
学
生
た
ち
だ
。

　
こ
の
出
前
授
業
は
、
教
員

を
め
ざ
す
学
生
の
授
業
実
習

機
会
の
充
実
と
、
小
学
校
に

お
け
る
環
境
・
理
科
教
育
の

強
化
を
図
ろ
う
と
企
画
さ
れ

た
。
学
生
た
ち
は
六
月
四
日

か
ら
七
月
四
日
に
か
け
て
市

内
の
六
小
学
校
（
御
薗
・
有

緝
・
浜
郷
・
東
大
淀
・
明
倫
・

早
修
）を
回
り
、三
年
生
を
対

象
に
理
科
の
授
業
を
実
施
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
葉
を
食
べ

る
チ
ョ
ウ
目
の
幼
虫
ア
ワ
ヨ

ト
ウ
と
そ
の
体
内
に
卵
を
産

み
付
け
る
寄
生
蜂
・
カ
リ
ヤ

サ
ム
ラ
イ
コ
マ
ユ
バ
チ
の
様

子
を
観
察
す
る
な
ど
本
物
の

昆
虫
を
使
っ
た
実
験
に
児
童

ら
は
興
味
津
々
で
、「
幼
虫
の

体
が
プ
ニ
プ
ニ
し
て
る
」「
卵

が
六
十
一
個
も
あ
っ
た
!
」

と
初
め
て
知
る
虫
の
生
態
に

興
奮
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　
お
よ
そ
二
カ
月
に
わ
た
り

授
業
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
入
念
に
準
備
し
て
き

た
と
い
う
教
育
学
科
四
年
の

西
口
恵
奈
さ
ん
は
、「『
寄
生
』

と
い
う
概
念
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
す
る
の
が
難
し
か
っ

た
。
ま
た
、
映
像
で
見
せ
る

よ
り
目
の
前
に
実
物
を
置
く

方
が
俄
然
興
味
が
湧
く
よ
う

上
で
貴
重
な
勉
強
の
機
会

に
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

は
実
験
や
観
察
を
通
し
て
理

科
や
環
境
へ
の
関
心
が
高
ま

る
な
ど
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
地
域
に
お
け
る
人
材

育
成
の
一
環
と
し
て
、
ぜ
ひ

来
年
に
つ
な
げ
た
い
」
と
語

る
。
な
お
、
秋
に
は
六
年
生

を
対
象
に
行
う
予
定
だ
。

イベント情報（9～10月）
9
月

	 ６	  土 	月例文化講座	 ４３１教室

日本昔話と神信仰　菅野覚明（文学部教授）
	 ７	  日 	みえアカデミックセミナー２０１４移動講座	 熊野市文化交流センター
熊野の伝承の心をたどる
橋本雅之（現代日本社会学部教授）

	１３	 土 	皇學館大学共催講座	 近鉄文化サロン阿倍野

『古事記』を読む（下巻）「雄略天皇上」
白山芳太郎（文学部教授）

	２０	 土 	皇學館大学共催講座	 近鉄文化サロン阿倍野

特別公開講座日本人と祭り　高山彦九郎の生涯　
岡田芳幸（研究開発推進センター教授・学芸員）

	２７	 土 	皇學館大学共催講座	 近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　 
「春日大社における神仏習合と神仏分離」
河野　訓（文学部教授）

１０
月

	 ２	  木 	第 ９ 回立志塾	 ２３１教室

現実的国際情勢と日本人の使命（仮題）
田尾憲男（本学特別招聘教授）

	 ４	  土 	月例文化講座	 ４３１教室

「まつり」と「おもてなし」の心� 木村徳宏（文学部助教）
	１１	 土 	古文書講座	 ７１１教室

近世大名関係史料　上野秀治（文学部教授）
	１１	 土 	皇學館大学共催講座	 近鉄文化サロン阿倍野

『古事記』を読む（下巻）「雄略天皇下」
白山芳太郎（文学部教授）

	１８	 土 	皇學館大学共催講座	 近鉄文化サロン阿倍野

特別公開講座 古文書を読もう　秀吉を諫めた後陽成
天皇の御消息　　岡野友彦（文学部教授）

	２５	 土 	神道博物館教養講座	 佐川記念神道博物館講義室
学芸員が語る三重の文化と魅力 
「式年遷宮を伝える　せんぐう館の試み　」
深田一郎（せんぐう館�学芸員）

	２５	 土 	皇學館大学共催講座	 近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　 
「神護寺における神仏習合と神仏分離」
河野　訓（文学部教授）

	２６	 日 		 ４３１教室

第１５回高校生英語スピーチコンテスト
◉各講座の詳細につきましては、本学ホームページにてご確認いただきます
ようお願い致します。
◉共催講座（近鉄文化サロン阿倍野）のみ、有料です。お問い合わせは近鉄文
化サロン阿倍野（70120−106−718）へお願い致します。

◉神道博物館教養講座は、事前の申込みが必要になります【先着順】。お問い
合わせは（☎0596−22−6471）へお願い致します。

◉史料編纂所公開講座・古文書講座は、事前の申込みが必要になります【先
着順】。お問い合わせは（☎0596−22−6462）へお願い致します。
◉その他お問い合わせは、皇學館大学地域連携推進室（☎0596−22−8635）
へお願い致します。

編
集
後
記

　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
や
地

域
社
会
へ
の
貢
献
を
大
学
の
重
要

な
使
命
と
捉
え
て
い
る
本
学
。四
・

五
面
特
集
記
事
「
皇
學
館
女
子
座

談
会
」
の
な
か
で
も
地
域
の
課
題

や
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
す
る
姿

勢
や
行
動
が
、
地
元
企
業
や
市
民

の
方
に
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

面
で
は
「
地
域
の
定
住
機
能
の
新

た
な
在
り
方
を
自
ら
の
課
題
と
し

て
捉
え
行
動
で
き
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
シ
チ
ズ
ン
の
育
成
」を
め
ざ
す

本
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
事

業
が
、
文
科
省
「
地（
知
）の
拠
点

整
備
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
こ
と

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
の
動
向
に
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ

さ
い
。�

【
企
画
部
】

●❶
建
学
の
精
神
を
活
か
し
た
研
究
活
動
の

振
興
と
教
育
の
質
の
改
善
と
保
証

●❷
神
宮
並
び
に
神
道
研
究
の
情
報
拠
点
の

形
成

◦
神
宮
、
神
道
に
関
す
る
文
献
資
料
の

収
集
整
理

◦
神
宮
、
神
道
研
究
の
国
際
情
報
発
信

セ
ン
タ
ー
機
能
の
整
備

●❸
国
際
交
流
の
推
進
と
日
本
文
化
発
信
人

材
の
育
成

◦
学
生
・
生
徒
の
海
外
留
学
に
対
す
る

助
成

◦
国
際
交
流
協
定
大
学
等
と
の
交
流
事

業
に
対
す
る
助
成

◦
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
奨
学
援
助

●❹
地
域
社
会
貢
献
活
動
と
伝
統
文
化
継
承

人
材
の
育
成

◦
学
生
・
生
徒
の
社
会
貢
献
活
動
に
対

す
る
助
成

◦「
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学
」教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
地
域
貢
献
人

材
の
育
成

◦
地
域
社
会
貢
献
組
織
の
整
備
に
対
す

る
助
成

●❺
学
生
・
生
徒
の
修
学
支
援

◦
学
生
・
生
徒
に
対
す
る
奨
学
援
助

◦
学
修（
習
）奨
励
や
課
外
活
動
等
へ
の

助
成

●❻
そ
の
他
学
校
法
人
皇
學
館
の
教
学
上
の

目
的
達
成
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
支
援

教
学
支
援
の
概
要�

◤

　
文
化
・
教
育
・
学
術
等
の
分
野
で
協
力
し
、
地
域
の
活
性
化
や
人
材
育
成
を
図
ろ

う
と
平
成
二
十
年
に
締
結
さ
れ
た
本
学
と
伊
勢
市
と
の
連
携
協
定
。
同
協
定
に
基
づ

き
、
初
の
取
組
み
と
し
て
教
員
志
望
の
学
生
が
市
内
の
小
学
校
で
理
科
の
出
前
授
業

を
実
施
。
昆
虫
を
使
っ
た
実
験
な
ど
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
好
評
を
博
し
た
。

狙
い
は
人
材
育
成 で

、
実
験
の
大
切
さ
を
痛
感

し
た
」
と
話
す
。
同
四
年
の

宇
城
芳
紀
君
は
「
虫
嫌
い
の

子
に
は
好
き
な
食
べ
物
を
尋

ね
て
、
そ
れ
を
食
べ
る
昆
虫

の
話
か
ら
始
め
る
な
ど
ア
プ

ロ
ー
チ
の
仕
方
を
工
夫
し

た
」
と
語
り
、「
ア
ニ
メ
や
ゲ

　
ゼ
ミ
生
を
率
い
る
中
松
豊

教
育
学
科
准
教
授
は
「
発
問

の
仕
方
が
授
業
を
重
ね
る
ご

と
に
上
手
く
な
り
、
子
ど
も

た
ち
の
思
考
を
深
め
意
欲
を

引
き
出
す
問
い
か
け
が
で
き

て
い
た
。
学
生
た
ち
に
は
今

回
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

て
、
さ
ら
に
良
い
教
育
環
境

を
創
り
出
せ
る
教
員
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
出
前
授
業
に

手
ご
た
え
を
感
じ
た
様
子
。

伊
勢
市
役
所
環
境
生
活
部
環

境
課
の
三
宅
亮
次
さ
ん
も
好

感
触
を
得
た
よ
う
で
、「
学
生

に
と
っ
て
は
教
員
を
め
ざ
す

伊
勢
型
紙
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
り
作
り

神
宮
徴
古
館
・
農
業
館

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
共
催「
夏
休
み
親
子
教
室
」

　
神
宮
徴
古
館
・
農
業
館
と

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
の
共

催
で
平
成
七
年
よ
り
始
ま
っ

た
夏
休
み
親
子
教
室
が
今
年

も
七
月
二
十
七
日
、
八
月
七

日
の
両
日
、
神
道
博
物
館
講

義
室
で
開
催
さ
れ
た
。
本
講

座
は
日
本
の
伝
統
文
化
や
郷

土
文
化
に
関
す
る
体
験
を
通

し
て
日
本
人
の
感
性
や
心
を

後
、
伊
勢
型
紙
紹
介
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
鑑
賞
。
そ
の
後
、
約
一

時
間
半
か
ら
二
時
間
を
か

け
、
単
調
な
図
案
か
ら
複
雑

な
文
様
構
成
に
い
た
る
伊
勢

型
紙
を
各
自
が
彫
刻
刀
を
駆

使
し
て
彫
り
出
し
、
見
事
な

勢
型
紙
に
つ
い
て
学

ん
だ
。
は
じ
め
に
各

館
長
に
よ
る
挨
拶
の

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
目

的
。
毎
年
多
数
の
親
子
が
参

加
し
好
評
を
博
し
て
い
る
。

今
年
は
伊
勢
形
紙
協
同
組
合

の
ご
協
力
の
も
と
、
鈴
鹿
の

伝
統
産
業
で
あ
る
「
伊
勢
型

紙
」
を
用
い
円
錐
型
の
灯
り

を
製
作
。
二
十
組
総
計
八
十

数
名
の
親
子
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
灯

り
作
り
を
体
験
し
な
が
ら
伊

作
品
に
仕
上
げ
た
。
型
紙
の

文
様
や
図
案
は
数
万
パ
タ
ー

ン
に
及
ぶ
と
も
い
わ
れ
る

が
、
最
後
に
当
館
学
芸
員
に

よ
る
文
様
当
て
ク
イ
ズ
な
ど

も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
日
本

古
来
の
文
様
と
そ
の
意
味
に

興
味
を
示
し
て
い
た
。

ー
ム
な
ど
一
見
関
係
な
い
と

思
え
る
要
素
が
取
っ
掛
か
り

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
子
ど

も
と
同
じ
目
線
で
常
に
ア
ン

テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
て
お
か

な
け
れ
ば
」
と
感
想
を
話
し

た
。

 

配
置
換 

事
務
局
総
務
部
長�

竹
内　
　
央

〔
事
務
局
財
務
部
長
〕

事
務
局
財
務
部
長�

堀
井　
史
仁

〔
事
務
局
学
生
支
援
部
長
〕

事
務
局
学
生
支
援
部
長�

�

水
本　
昌
克

〔
事
務
局
総
務
部
長
〕

 
兼
務 

学
生
支
援
部
国
際
交
流
担
当
課
長�

�

水
本　
昌
克

事
務
局
学
生
支
援
部
長

人
事
異
動

平
成
２6
年
７
月
１
日
付

〔
〕内
は
旧
職

理
科
の

楽
し
さ

伝
え
る

『
教
学
振
興
会
』ご
入
会
の
お
願
い

　
教
学
振
興
会
は
、
皇
學
館
大
学
、
皇
學
館
高
等
学
校
、

皇
學
館
中
学
校
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
、
学
生
・
生

徒
へ
の
修
学
支
援
活
動
、
国
際
交
流
活
動
、
地
域
社
会

貢
献
活
動
等
へ
の
財
政
的
支
援
を
目
的
と
し
て
設
立

し
、
年
会
費
と
し
て
毎
年
度
一
定
額
を
寄
付
金
と
し
て

拠
出
し
て
い
た
だ
き
、
左
記
の
通
り
学
生
・
生
徒
の
諸

活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
学
校
法
人
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、大
幅
な

経
費
削
減
、
業
務
合
理
化
な
ど
の
自
助
努
力
を
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
皇
學
館
教
育
・
研
究
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
皇
學
館
を
支
持
し
て
い
た

だ
け
る
方
々
を
は
じ
め
、
広
く
皆
様
の
ご
理
解
あ
る
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
改
め
て
後
日
、
皆
様
方
に
文
書
に
て
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
趣

旨
ご
理
解
の
う
え
、
ご
入
会
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

皇學館中学校 皇學館高等学校

アワヨトウの解剖実験を食い入るように見つめる児童たち。この日初めて虫
に触ったという子も多く、理科・生物への理解を深める貴重な機会となった

“
学
生
先
生
”が
質
問
す
る
と
、

次
々
に
手
を
挙
げ
る
子
ど
も
た
ち

真剣な表情で彫刻刀を操る
参加者たち

学
生
が
小
学
校
で�

出
前
授
業

伊
勢
市
と
の
連
携
協
定
の
一
環

皇學館大学
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